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　は じめ に ：水中 に お い て 生 体 は，水の 持つ 物理的

特性 の 影響 を受け，陸上 とは 異 な る 生 理的 反 応 を示

す、、浸水時 の 陰圧呼吸，胸腔内ぼiL流量増加そ して 血

液希釈 は 著名な反応 で あ る、、こ れ ま で 水中 運 動時 の

酸素摂取量，心抽数，呼吸商，体温等が測定 され，

歩行速度，水深，水温 とそ れ らの 関係 も明らか に な っ

て い る，、しか しなが ら，水の物理的特性 を活用 した

水中運 動に 関す る 運動処方 の 資料 は，ほ と ん どみ あ

た らな い
． 我 々 は，水 の 物理 的特性 で あ る 粘性 や 浮

力を段階的 に 変化 させ た と きの ，エ ネル ギ
ー

代謝 量．

の 変化 に つ い て検討 し続け て い る。こ れ まで に得 ら

れた資料 に 基 づ く知見 を水中 の 運動処方 に 活用 した

い
⊃

　浮力をあげ る こ と な く粘性を高めた水 を用 い ，水

中歩行運 動時 の 酸素摂取量 と心拍数か ら粘性が 持 つ

負荷強度 につ い て 検 討 した ．ト レ ッ ド ミ ル 条件 ， 水

中 トレ ソ ド ミル 条 件，水中 トレ ソ ド ミル ＋粘性条件

を設定 した、、 歩速 は， 4km ・h
− 1
，水混30℃，水位

は 大転了
・
とした、，粘性 は，カ ル ボ キ シ ル メ チ ル セ ル

ロ ー
ス （CMC ） を用 い ， 1 ％水 溶液 と し た 。 粘性

は 470cps （20℃） と した 、， 粘性 を高めた水中 で の 酸

素摂取 量 と心柏数 は ， 2 条件 よ りも有意 に高い 値 を

示 した 。 こ の こ と は，水 の 粘性抵抗 の 違 い も， 水温 ，

水位，歩速等 と同 じ様 に 循環器応 答や エ ネル ギ
ー

代

謝 に 影響 を及ぼ す こ とが 示唆 され鵡，

　 同様 の 水 を用 い ，粘性 を高め た水中 に おける水位

の 違 い が 水 中 歩行峙 の エ ネル ギ
ー
代 謝量 に及ぼ す影

響 を明 らか に した 。 粘性 ・膝条件，粘性
・
腰条件，

粘性 （
一

）
・
膝条件，粘性 （

一
） ・腰条件 ， トレ ッ

ド ミ ル 条 件 （Air） を設定 し た 。 ト レ ッ ド ミル 条件

と他 の 4 条件に お け る酸素摂取量 を，粘性 と 水位を

因子 と す る 二 元 配置分散分析法で処琿 し，有意性 を

得 た u こ の こ とか ら水位 と粘性 の 違 い が
，
エ ネ ル ギ ー

代謝量に 有意な影響 を与 え る こ とが明 らか に な り，

運動処方へ の活用 が 期待 で きる 。

　実際 に 運動処方 と して 運用する ため に 粘性抵抗 と

歩行 速 度 を段 階 的 に 変化 させ ，そ れ ぞ れ の 変化が負

荷 強度設定 の 変化量 と して妥当で あ る かを明 らか に

した 。 粘性 抵抗 を 0 ％， 1 ％， 2 ％CMc と し，歩

速 を 3 ， 4 ， 5km ・h
− 1

と した。水温 30℃
， 水位 は

大転子 とした。酸 素摂収 量 は、歩行速度 の 増加 に対
．

して ，指数関数的 に増大 し，分散分析 に お い て 有意

な差をみ た。 ．・
方心拍数は，増加す る が有意 な変化

で は な か っ た。水 の 粘性抵抗を段階的 に 変化 させ る

こ とで 有意 な差 の あ る負荷強度が 設定可能 で ある こ

とが 明 ら か に な っ た，、しか しなが ら，心拍数か ら見

積 も っ た と き陸．ヒ連動 とは 異な る 点 に 配慮 した い
。

　 こ れ ら
一．一

連 の 結果 は，水中運動 に おける粘性 の 負

荷要因 と して の 有効性 を示 1唆す る 。 粘性 水 で は ，浮

力を活用 し，体重 とい う重力方 向の 負荷 を減 じ，か

つ 段 階 的 に 進行方向 だ けの 負荷を随意 に 変化 させ る

こ とが可能 で ある，， 我 々 は，肥満，高血圧，ス ポー

ツ 傷害に 有用な低負荷強度で，し かも有意 な差 で コ

ン トロ ール で きる物理的特性 を活 用 し，水 中 運動 を

実践 した い 。
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